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はじめに

デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

　生活を支える多くの分野でICT（情報通
信技術）や AI（人工知能）の活用等デジタ
ル技術は日々進展し、普及が加速していま
す。

　さらに昨今では新型コロナウイルス感
染症の拡大防止のため、身体的距離の確保
や３密の回避が迫られる中、デジタル技術
の活用は喫緊の課題となっており、第４次
食育推進基本計画においては、横断的な重
点事項として「デジタル技術を活用した食
育の推進」等が位置付けられています。 
　これからの「新たな日常」においては「デ
ジタル食育」の推進により、食育の活動者
を増やしていくことが必要となります。

　そこで、「デジタル技術を活用した食育
の推進」等についての実証及び調査を実施
し、実施の際の留意点を盛り込んだ「デジ
タル食育ガイドブック」を作成しました。
　これからデジタル技術を活用した食育
の推進を目指す農林漁業者、各種団体、企
業等の「デジタル食育」の実践に、「デジタ
ル食育ガイドブック」をお役立てくださ
い。

食育動画

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル
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デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

これから「デジタル食育」を始める皆様へ

「デジタル食育」は、「新たな日常」の時代に
は欠かせないコミュニケーション手段で
す。まずは失敗を恐れずにチャレンジして
みましょう。最初は完成度が高くなくても
よいので「デジタル食育」の最初の一歩を
踏み出しましょう。

失敗を恐れず「デジタル食育」に
チャレンジ!

「デジタル食育」はとっつきにくいものと
思われるかもしれませんが、そう感じるの
は最初だけです。慣れないことでも楽しみ
ながら始めることが大切です。楽しみなが
ら行うことが「デジタル食育」を長続きで
きる秘訣とも言えるでしょう。

楽しみながら取り組むことが
「デジタル食育」長続きの秘訣!

こうしたらもっと上手くいくかも、もっと
効果が上がるかも、と思ったらどんどん試
してみましょう。そして効果がうまく上が
らなかったら違う方法を考えてみる。この
トライ&エラーの繰り返しが、「デジタル食
育」を上達させていきます。

トライ＆エラーを繰り返して
ステップアップ!

食育動画

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。
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ガイドブックのねらい
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ガイドブックの対象者

ガイドブックのねらい

1

このガイドブックはルールを
示したものではなく参考資料
として作成しています。必要に
応じて部分的に参照して活動
に役立てていただけます。

2

これから「デジタル食育」に取
り組もうとされている方の参
考になるよう、「オンライン会
議システムを活用した食育活
動」、「食育動画を活用した食
育活動」の実証を行い、参加さ
れた団体等の声も交えて編集
しました。

3

「デジタル食育」に取り組もう
としている利用者が、このガイ
ドブックを参照して「デジタル
技術を活用した食育の推進」の
一助となることを目的に編集
しています。

食育動画

デジタル食育ガイドブック

このデジタル食育ガイドブックは

「デジタル食育」の取組に関心
があり、今後実践してみたい
と考えている食育に取り組む
個人・グループの方々

を対象に作成しています。

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。
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「デジタル食育」とは?
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本ガイドブックにおいては、デジ
タル技術を活用して効果的に行う
食育活動を「デジタル食育」といい
ます。

●オンライン会議システムを活用した
食育活動

「デジタル食育」手法の一例

全国どこからでも
リアルタイムで

参加者とつながる

●食育動画の作成・公開

事前に制作した
動画をホームページや

YouTubeなどで
繰り返し配信

●アプリを活用した食育活動

●学校現場でのタブレットを活用した
食育

動画教材等で子供の
興味をひきやすく

視覚的にわかりやすい

●ホームページやブログによる食育情
報の発信

不特定多数の人々に
食育情報を持続的に

発信できる

インスタグラム、
Twitter、Facebook
などで食育情報を拡散

アプリで健康管理や
食の教育等ができる

●ＳＮＳによる食育情報の発信

食育動画

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。
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「新たな日常」において人を集めた食育活
動が制限される中でも「デジタル食育」で
あればオンラインで食育を推進できます。
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メリット①
「新たな日常」の中で食育を推進

参加者はインターネット回線さえあれば
どこからでも「デジタル食育」に参加でき
ます。講師と参加者が離れていても食育を
行うことができます。

メリット②
どこからでも食育に取り組める

「デジタル食育」の主なメリット

食育動画を好きな時に視聴できたり、食育
アプリでちょっと空いた時間に楽しみな
がら学べたりと、いつでも気軽に食育に参
加できます。

メリット③
いつでも食育活動に参加できる

食育動画

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。



SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動
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食育イベント

「デジタル食育」はオンラインでのコミュ
ニケーションとなるため、今までの食育活
動とは異なる新たな層へのリーチが期待
できます。
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メリット④
今までとは違う層とつながる

ゲーム感覚で食育の授業を受けられたり、
アプリを使って日々の健康管理しながら
ポイントが貯まったりと楽しみながら食
育を推進できます。

メリット⑤
楽しみながら食育を推進できる

「デジタル食育」の主なメリット

食育情報のデジタル化により、いつでもど
こからでも食育情報を取り出せたり、食育
のリソースを活用でき、食育活動の効率化
を図ることができます。

メリット⑥
食育情報のリソースを活用できる

食育動画

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。
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「リアルの体験」と「デジタル食育」

「リアルの体験」と「デジタル食育」
を上手く組み合わせる

「デジタル食育」にはオンラインならでは
のメリットが多くありますが、「リアルの
体験」には五感を活かした食育活動ができ
るなどのメリットがあります。これら双方
の良さを補完できるよう、「リアルの体験」
と「デジタル食育」とを上手く組み合わせ
て食育の課題を解決していきましょう。

リアルの体験リアルの体験
農林漁業体験など地域の現場で
五感を活かして行う食育活動等

デジタル食育デジタル食育
幅広い多くの参加者と

コミュニケーションを図り
食育のきっかけづくりができる

「デジタル食育」と
「リアルの体験」を
上手く組み合わせる

五感を活かした食育
体験ができる

より深いコミュニ
ケーションができる

時間や場所の
制約がなく活動できる

多くの対象者と
コミュニケーションできる
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食育動画

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。
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「デジタル食育」注意すべきポイント

①対象者のITリテラシー（ 注 ）や
ネット環境に応じた対応が必要

（注）ITを理解する能力、使いこなす能力

●参加者側には通信速
度の安定したインター
ネット回線と最低限の
ITリテラシーが必要と
なります。
●対象者が高齢者の場
合などはIT環境の事前
確 認 が 必 須 と な り ま
す。
●オンライン初心者に
向けレクチャーを行うことなどで、参加者
の不安を取り除くことができます。

●「デジタル食育」では
不特定多数が閲覧する
ようになるため、特に
著作権、肖像権等への
配慮が必要です。
● 他 人 が 制 作 し た 写
真、イラスト、音楽等に
は 著 作 権 が 存 在 し ま
す。
●写真や動画を撮影す
る際には、他人や車のナンバープレート、
特定の施設等が映り込まないよう注意を
払いましょう。
●個人情報を取得した場合、流出しないよ
うデータの管理を徹底しましょう。

●「デジタル食育」は直
接対面して行わないた
め、緊張感が続かず飽
きてしまう傾向が強ま
ります。
●また、オンラインで
は参加者とのコミュニ
ケーションがとりづら
く、参加者の反応を得
にくいものです。
●参加者にライブ感を感じられるよう視
覚的にも工夫して興味を引き付けて飽き
させないようにする必要があります。

●「 デ ジ タ ル 食 育 」で
は、主催者と視聴者が
離 れ て い る こ と が 多
く、主催者では視聴者
側の安全管理を行えな
いことがあります。
●主催者から視聴者に
向けて注意喚起の呼び
かけを行うことで、事
故防止につなげます。
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②著作権、肖像権、個人情報には
注意

③参加者を飽きさせないコンテ
ンツづくり

④視聴者側の安全管理に配慮を

食育動画

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。
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デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント 食育動画

デジタル食育」の主な発信方法

Webサイトといった基本的な情報発信
ツールから、交流や投稿のできる拡散力の
あるSNS、そして動画配信サービスやライ
ブ配信など様々な手段があります。ここで
ご紹介した発信方法は一例です。各団体の
持つ課題や活動内容によって「デジタル食
育」の手法は異なってきますが、優先順位
を決めてできるところから展開していき
ましょう。
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発
信
方
法

Webサイト
SNS

social networking
serviceの略

情
報
発
信
方
法

主
な
サ
ー
ビ
ス

主
な
サ
ー
ビ
ス

ホームページ

ブログ

団体等の顔として
基本的な

情報を掲載
インターネット上
に多くの情報を載
せることができ、
基本的な情報発信
を行える

趣旨に賛同する
人同士の

コミュニティを作り
多くの人と情報の
受発信ができる

Instagram

写真や動画、文章
等を公開できるほ
か、コミュニティ
内でメッセージの
やり取りなどで交
流を深めることも
できる

など

など

など

など

Facebook

Twitter

TicTok

発
信
方
法

動画配信 ライブ配信

情
報
発
信
方
法

動画共有サービスを
通じて

事前に収録した
動画を配信できる

時間や場所の制限
を受けず、視聴者
の好きなタイミン
グで動画を視聴で
きる

Zoom

リアルタイムの
配信

多くの人が同時に
ライブでイベント
に参加できる

Skype

Teams

Webex

完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信　

オ
ン
ラ
イ
ン
だ
け
で
完
結
す
る
配
信

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
配
信　
　

会
場
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
な
が
ら

そ
の
様
子
を
配
信

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。



オンライン食育イベントは当日の運営だ
けでなく、企画から開催まで数多くの準備
を行うべき段階があります。企画から事後
フォローまでの全体の流れと行うべきタ
スクを事前に把握し、漏れがないよう準備
を進めましょう。

「オンライン食育イベント」
制作フローチャート

デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動

●予算に応じた企画の作
成
●参加団体や主催団体を
決め、主導権を持つリー
ダー役を選定する
●実施目的、ターゲット
を明確にしてテーマ、発
信内容を設定
●開催日時の決定、(会場
が必要な場合)会場の下
見を行い決定・予約
●出演者・講師等の選定・
交渉・決定
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【約2～3ヶ月前】
① 企画

Plan
（計画）

●開催概要を企画

●配信手法、使用する
サービスの決定、使用機
材の準備
●運営方法の検討および
実施運営、参加者対応な
どのスタッフの役割分担
●進行内容をまとめた進
行表や運営マニュアルの
作成
●告知内容や参加方法を
検討し告知ページを作成
●入金チェックの体制づ
くりや入金方法の検討
(参加費有料の場合)

●ホームぺージなどに告
知原稿を掲載し参加募集
を開始
●申込締切～抽選作業～
参加者に案内メールを送
付
●参加者のITリテラシー
に合わせて事務局対応。
事前体験会なども検討
●リマインドメールの送
付（例 : 1週間前・3日前・
前日など）
●入金チェック(参加費
有料の場合)

【約１～2ヶ月前】
② 準備

●配信サービス・
機材の決定
●進行概要や運営
方法の検討・準備

【約1ヶ月前】
③ 告知

●アプローチ方法
を決定
●告知集客、参加
者対応

●会場設営、機材セッ
ティング、リハーサル
●事務局による参加者対
応、チャット活用など
●役割分担に従い実施運
営
出演者、進行管理、参加者
対応、オンライン会議シ
ステムホスト、カメラマ
ンなど

【当日】
④ 配信

●進行表や運営マ
ニュアルに従い実
施運営

●オンライン会議システ
ムの機能を使用した録画
や記録を作成
●参加者へのフォロー
アップメールを送付
●出演者・講師への謝礼
の支払い
●参加者へのアンケート
を行い、評価(楽しさ・理
解度・満足度等)を聞く
●食育活動の成果を検証
し、次回の活動へと反映
させる

【実施後】
⑤ 事後フォロー

●活動の成果を検
証し次のステップ
へ

段階 実施内容

食育動画

Plan
（計画）

Plan
（計画）

Do
（実行）

Act
（改善）

Check
（評価）

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。



デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動

デジタル技術を活用した「オンライン食育
イベント」の実証として、３団体の企画協
力によりオンライン親子料理教室を企画・
実施。配信当日はオンライン会議システム
(今回の実証ではZoom)を使用して、キッ
チンスタジオおよび農園から配信を行っ
た。

・キユーピー株式会社
・ソムリエファーム ～わたなべさんちの
野菜たち～
・特定非営利活動法人日本成人病予防協会

オンライン食育イベント」
実証体験レポート

■企画協力：

※オブザーバーとしてパパ料理研究家の
滝村雅晴氏に協力を要請

・約2ヶ月前（12/15）
第１回企画ミーティング(開催概要決定)

・約1ヶ月前（1/6）
第２回企画ミーティング(告知開始)

・約3週間前（1/20）
応募締め切り

・10日前（2/1）
第３回企画ミーティング(準備確認)

・2日前（2/9）
事前リハーサル

・当日（2/11）
配信

■スケジュール :
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食育動画

※お子様の人数については制限なし

旬の野菜で
サンドイッチとポトフを作ろう！
～オンライン親子クッキング～

■タイトル :

6歳以上のお子様と保護者
■対象 :

キユーピー「マヨテラス」側:
スマートフォン2台(料理教室配信用)・

PC3台(ホスト用)
ソムリエファーム側 :

スマートフォン1台(農園中継配信用)

■使用機材 :

企画協力3団体のホームページ、ブログ、
SNSなどで告知

■告知方法 :

オンライン入力フォーム(今回の実証では
グーグルフォーム)に記入の上応募

■応募方法 :

定員10組のところ13組応募
 (３団体にて協議の上、全員当選とした)
→当日参加は12組

■定員・応募数 :

無料(発送する食材以外は各自ご準備いた
だく)

■参加費 :

キユーピー「マヨテラス」キッチンスタジ
オ(東京都調布市)
ソムリエファーム(千葉県山武市)

■配信場所 :

配信録画(前編 約22分)

「施設紹介」および「ソムリエファーム」
からの中継部分です。

配信録画(後編 約1時間29分) 
https://www.youtube.com/
watch ?v=T3KbsF1qozs
料理教室の実施部分の動画です。

配信録画(全体 約1時間51分) 
https://www.youtube.com/watch
?v=gb23BwJw3JM
オンライン親子クッキング全体の記録
動画です。

デジタル食育ガイドブック

2022年２月11日（金）10:30～12:30
■配信日時 :

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。

https://www.youtube.com/watch
?v=4xFE7CB8B3U

https://www.youtube.com/watch?v=gb23BwJw3JM
https://www.youtube.com/watch?v=4xFE7CB8B3U
https://www.youtube.com/watch?v=T3KbsF1qozs


デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動

●ライブ配信手法の決定、使用するサー
ビスの決定
●機材準備、運営方法の検討および役割
分担
●進行内容をまとめた進行表や運営マ
ニュアルの作成
● 告 知 内 容 や 参 加 方 法 を 検 討 し 告 知
ページを作成

実証として親子オンライン料理教室を企
画・実施。キユーピーは全体統括・会場手配
を行い、日本成人病予防協会はレシピ開発
と料理教室の講師を担当、ソムリエファー
ム～わたなべさんちの野菜たち～は旬の
野菜の提供を行った。

「オンライン食育イベント」
実証体験レポート

企画準備段階

課題・工夫した点等 :
★オンライン会議システムを選定するポ
イントとして参加者の利便性を考慮し、今
回は利用率の高いZoomを採用した。

★農園にて使用できそうな野菜を検討し
ながら、その場で試作等を行い使用する野
菜を決定。リモートだけではコミュニケー
ションが薄くなるので、対面で会話をする
ことが重要と感じた。

開催概要の検討

企画協力：
・キユーピー株式会社 
・ソムリエファーム
　～わたなべさんちの野菜たち～
・特定非営利活動法人日本成人病予防
協会　 ※５０音順・敬称略
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課題・工夫した点等 : 
★「レシピの食材選び」や「告知用写真撮
影」も兼ねてソムリエファームにて試作。
農園で野菜の試食や収穫を行うことで、色
合いや味の確認ができた。

レシピ開発

★2回目の試作としてZoom配信形式での
試作を実施。野菜の切り方・味付けも本番
を想定して行い、料理時間の測定も行え
た。また、オンラインで自分の手元が参加
者からどう見えるかを確認した。

課題・工夫した点等 : 
★子供が参加するため、実施時間は1時間
半～2時間が上限だと考えプログラムを構
成した。

★Zoomで共同ホスト（注）を設定し、ホスト
側のオペレーションを参加者対応と出演
者運営(スポットライトなど)に分けて2名
体制で対応し、操作が1名に集中しないよ
うにした。
共同ホストを設定することで、Zoomのホ
スト側がダウンするリスクを回避する効
果もあった。

運営計画

（注）オンライン会議システムのホストが他のユーザーとホス
ト権限を共有することで、参加者の管理や録画など、ミーティ
ングの管理を共同で行うことができる機能。

食育動画

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。



デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動

レシピ開発した際に写真撮影を行い、告知
原稿を作成し各団体にて告知活動を行っ
た。告知チラシにQRコードを掲載しグー
グルフォームにより作成した応募フォー
ムに誘導して参加希望者により必要事項
を記入していただいた。

「オンライン食育イベント」
実証体験レポート

告知段階

課題・工夫した点等 :
★見た人へのインパクトを考え、野菜の画
像を大きく使ったビジュアルを作成し、3
団体にて告知を行った。

★食育の取組を子供から大人までわかり
やすく伝えるため、食育ピクトグラムを使
用した。

告知内容・手法

企画協力：
・キユーピー株式会社 
・ソムリエファーム
　～わたなべさんちの野菜たち～
・特定非営利活動法人日本成人病予防
協会　 ※５０音順・敬称略

告知手法
◆キユーピー : オフィシャルブログ
◆ソムリエファーム : 
　ホームページ・LINE・来訪者に告知
◆日本成人病予防協会 : 
　Instagram・Twitter
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課題・工夫した点等 :
★初心者でも使いやすいオンライン入力
フォーム(グーグルフォーム)を活用して
応募フォームを作成した。今回は定員10組
のため手作業でリスト作成を行った。

■申込ページ
(グーグルフォームにより作成)

応募方法の検討

課題・工夫した点等 :
★個人情報の取得方針も異なる複数の団
体が協力しながら実施するため、個人情報
の取扱い方法の意思決定が難しかった。
事務局は外部に設置し個人情報を取得し
ない体制とした。

★参加者への野菜の発送業務があり、事前
に配送希望日時を聞いていたが、実施前日
の降雪予報の影響で宅配便の遅延するこ
とも考慮し、急遽、食材を届けるタイミン
グを早める調整を行った。 

事務局運営について

食育動画

●ホームぺージなどに告知原稿を掲載
し参加募集を開始
●申込締切～抽選作業～参加者に案内
メールを送付
●参加者のリテラシーに合わせて事務
局対応。
●リマインドメール送付（1週間前・3日
前・前日など）

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。



デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動

●会場設営、機材セッティング、リハー
サル
●事務局による参加者対応、チャット活
用など
●役割分担に従い実施運営
出演者、進行管理、参加者対応、オンライン会
議システムホスト、 カメラマンなど

配信当日は、キユーピーのコミュニケー
ション施設「マヨテラス」(東京都調布市)
の キ ッ チ ン ス タ ジ オ お よ び ソ ム リ エ
ファーム(千葉県山武市)からオンライン
親子クッキング教室の配信を行った。

「オンライン食育イベント」
実証体験レポート

配信段階

課題・工夫した点等 :
★リハーサルごとに気づくことも多いた
め、リハーサルを3～4回程度は行うべき
だった。(現場リハーサルは事前と当日の2
回実施)

★リハーサルの段階ではキユーピーの施
設紹介を最後に行う予定だったが、リハー
サルを行いストーリーがわかりづらかっ
たため、施設紹介を冒頭に変更した。

★オンラインで子供向けの料理教室は初
めてだったため、参加者と調理のペースを
揃えるのが難しかった。

マヨテラスからの配信

企画協力：
・キユーピー株式会社 
・ソムリエファーム
　～わたなべさんちの野菜たち～
・特定非営利活動法人日本成人病予防
協会　 ※５０音順・敬称略
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課題・工夫した点等 :
★ソムリエファームからの中継で、電波状
況に不安定な部分があるため、画面がフ
リーズしても進行できるようなるべく音
声でのレクチャーを心がけた。

★ソムリエファームの通信が途切れた際
のバックアップとして、中継部分を事前に
動画撮影しておき、万が一の場合には動画
共有できるよう備えた。

ソムリエファーム農園から中継

課題・工夫した点等 :
★15分前からZoomを立ち上げていたが、
ほとんどの来場者は開始時間直前の入室
となり、参加者への電話連絡のタイミング
が難しかった。

★参加者を呼びかけやすいよう ニ ッ ク
ネームをZoomに記入していただく旨を
チャットに記載したが伝わらなかったた
め、事務局によりニックネームに変更し
た。告知段階でなぜニックネームが必要か
を記載しておいた方がよかった。

参加者対応について

食育動画

使用機材
・スマートフォン2台・PC3台(ホスト
用)

使用機材
・スマートフォン1台

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。



デジタル食育ガイドブック

デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動

※参考事例

「オンライン食育イベント」
運営マニュアル

運営マニュアル制作事例
(オンライン食育イベント実証)

開催概要
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◆実施日時 : 
親子が参加しやすく、作った料理を家族で
食べることができる休日のランチタイム
に設定。

企画制作上のポイント

◆定員 : 
オンライン会議システムで参加者全員の
顔が見え、コミュニケーションを取りやす
い組数として定員を10組に設定。

◆タイトル : 
親子で参加できるイベントであることを
打ち出し、何が作れるのかわかりやすく表
示した。

タイムテーブル

◆全体進行 : 
全体の進行の流れと役割分担、登場人物の
動きがわかるよう進行内容を一覧表にま
とめたタイムテーブル(進行表)を作成。

企画制作上のポイント

◆構成面 : 
イベントが単調にならないよう、キユー
ピーの施設紹介や農園からの中継を交え
て進行するよう工夫した。

◆運営面 : 
オンライン会議システムのホスト担当に
対応が一極集中しないよう、参加者対応と
出演者対応として役割分担を行い2名体制
で実施。

食育動画

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。

※参考事例



デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動

「オンライン食育イベント」
運営マニュアル

運営マニュアル制作事例
(オンライン食育イベント実証)

レシピ・参加者側の準備物リスト
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◆参加者の準備物 : 

企画制作上のポイント

◆事前準備スライド : 
上記のリストをもとに準備物スライドを
作成し、イベント開始前のタイミングで参
加者に準備物のチェックを促した。

主催者側の準備物リスト①

◆主催者側の準備物 : 
実施に際して準備もれのないよう、配信に
必要な機材をリストアップ。手元用と講師
用の２つスマホを準備した。また、スマホ
の配置により暗くなる部分を補うための
ライトを準備した。

◆農園側(中継)の準備物 : 
通信環境が不安定になることも想定し、２
種類の通信キャリア(ドコモ・au)のスマホ
と現地のWi-Fiのうち、最も通信速度の速
く安定しているものを選んで配信を行っ
た。

企画制作上のポイント

食育動画

料理教室で参加者に準備していただく食
材や道具類をリストアップし、参加者に事
前送付。サイズや数量などなるべく具体的
に書き出しておけば当日の参加者運営が
スムーズ。

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。

※参考事例

※参考事例



デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動

「オンライン食育イベント」
運営マニュアル

運営マニュアル制作事例
(オンライン食育イベント実証)

参加者募集　告知
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◆告知物の制作 : 
オンライン親子クッキングで作る料理や
使用する野菜を大きめのビジュアルと最
小限のテキストで明確にした。また、オン
ライン配信方法についても、使用する会議
システム(Zoom)について明記した。

◆告知方法 :
企画協力3団体により短期間での拡散を狙
い、オンライン上での告知を行うことと
し、各団体が今回のイベントを告知でき
る、ホームページやSNSを活用して告知を
行った。

ソムリエファーム
Facebook

企画制作上のポイント

◆事務局作業 :
応募受付の際には取得する個人情報は必
要最低限にとどめ、参加者から食材を送る
ための住所などの情報を取得した。当選者
に食材をお届けする希望日程を聞き、前日
までに到着するスケジュールとした。
募集期間は10日間とした。

日本成人病予防協会
Twitter

キユーピー
ブログ

食育動画

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。

※参考事例



事務局メールで当選通知を送付。メールの
件名に【当選】を明記し、メールを開かなく
てもわかるようにした。メール本文からテ
キストリンクで当選者情報の入力フォー
ムに誘導。

当選者に送付物受け取り希望日確認
グーグルフォームイメージ

デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動

「オンライン食育イベント」
運営マニュアル

運営マニュアル制作事例
(オンライン食育イベント実証)

参加者募集 応募フォーム イメージ
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◆応募フォームの活用 : 

◆開催概要の情報提供 :
当初の告知では伝えられない詳細情報を
明記した。特に、参加資格やオンライン参
加の際の注意点は重要。 

◆応募フォーム入力情報 :
当初取得する個人情報は必要最低限にと
どめた。氏名、メールアドレス、電話番号、
大人の参加人数、子どもの参加人数と学年
などを取得。

企画制作上のポイント

◆当選者通知 :

◆当選者情報の入力フォーム :
食材を送付するため、当選者の住所情報を
取得。イベント中にコミュニケーションを
とるためのニックネームも入力いただい
た。

◆食材の受取希望日時 :
事前に食材の受取希望日時を聞き、時間帯
指定便で発送。

企画制作上のポイント

食育動画

グーグルフォームを活用し応募フォーム
を作成。入力した情報を応募者に返信でき
る設定として応募者が入力情報を確認で
きるようにした。

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。

※参考事例

※参考事例



デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動

「オンライン食育イベント」
運営マニュアル
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※参考事例

◆レシピの作成 : 
講師と参加者が同時進行で調理できる手
順で時間内に完成できるレシピを作成。ポ
トフの調理中にサンドイッチを作る手順
となるよう工夫した。

企画制作上のポイント

◆レシピの事前共有 :
参加者の準備に役立ててもらうため、当選
通知にレシピのPDFファイルを添付して
配布。当日手元で見られるよう、印刷して
配送物にも同梱した。

運営マニュアル制作事例
(オンライン食育イベント実証)

食育動画

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。



デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動
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●微弱なWi-Fi環境を使用している場合、
画面がカクカクしたりオンライン会議シ
ステムへの接続が切れたりすることがあ
ります。トラブルを未然に防止するため
に、事前に配信テストを行いましょう。

●推奨するブラウザやネットワーク環境
がある場合は、事前に参加者へ「推奨する
環境」を伝えておきましょう。

●オンライン会議システムを更新してい
ないと様々な機能に不具合が発生したり、
最悪の場合はオンライン会議に参加する
ことができなくなる場合もありますので
注意が必要です。参加者側でオンライン会
議システムをインストールされている場
合には、最新版に更新してもらうようにし
ましょう。

●オンライン会議システムに接続する端
末で不要なブラウザが開かれていると、 
オンライン会議システムの動作が重くな
ることがあります。オンライン会議システ
ムを開く前にいらないブラウザを閉じま
しょう。

●接続している機器のバッテリーが切れ
てしまい接続が切れてしまうことがあり
ます。PCやタブレットなどの端末は常に
電源に接続しましょう。

よくあるトラブルや制作上の留意点

よくあるトラブル
通信環境等の問題で、オンライン会議シ
ステムの画面がフリーズしてしまう
音声が途切れてしまう、接続が切れてし
まう!?

●オンライン会議システムに慣れていな
い方を対象とした場合には、主催者側が事
務局を設置し対応できるよう準備してお
くのもデジタル食育への対応といえます。

「参加登録の方法がわからない」「オンライ
ン会議システムへの参加ができない」と
いったトラブルに備えて、事前講習や電話
によるサポートなどを行いましょう。

よくあるトラブル
参加登録方法がわからない、参加者がオ
ンライン会議システムに慣れておらず
接続できない!?

●共同ホストを設定して複数のホストで
ログインしていれば、万が一、ホスト側が
ダウンしてもイベント全体が落ちてしま
う心配がなく安心です。オンラインイベン
トやセミナーなど大人数でオンライン会
議システムを使用する際には、必ず共同ホ
ストを設定するようにしましょう。

よくあるトラブル
運営側のオンライン会議システムが落
ちてしまう!?

食育動画

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。
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●大人数を対象とするセミナーや講演会
などは参加しやすい一方で簡単に離脱し
やすいのがオンラインイベントの特徴で
す。オンライン会議システムで一方的に話
している時間が長くなると、参加者は飽き
てしまう傾向が強まります。

●時間配分を考え「動画」や「スライド」を
使ったり休憩を入れる等、メリハリのある
プログラムを設計しましょう。参加者を飽
きさせない工夫として、投票機能を使う、
参加型のコンテンツを盛り込むなども効
果的です。

よくあるトラブルや制作上の留意点

よくあるトラブル
オンライン食育イベントでは参加者が
離脱しやすい!?

●「対面で行うイベント」では参加者の反
応が直接伝わってきますが、「オンライン
食育イベント」では参加者の反応がわかり
づらく進行しづらいと感じやすいです。イ
ベントスタート時には参加者全員のカメ
ラをONにして顔出しをして一体感を高め
たり、少人数での開催の場合には参加者に
より自己紹介してもらうなど、参加者との
交流を図り参加者とのコミュニケーショ
ンを図ることが大切です。

●オンライン食育イベントの課題として、
参加者同士の「交流のしにくさ」がありま
す。「オンライン食育イベント」で参加者同
士のコミュニケーションを増やすには、ブ
レイクアウトセッション（注）を設定するな
ど計画的にコミュニケーションできるよ
う設計する必要があります。

よくあるトラブル
参加者からの反応を感じにくく、登壇者
の熱量が上がらない!?

●「オンライン食育イベント」を運営する
場合、司会者や登壇者が様々な役割を掛け
もちするとシステムのコントロールで手
一杯となり司会進行に集中できなくなっ
てしまいます。各スタッフの役割を明確に
して、不足のないようスタッフ配置を行う
ことが大切です。

●進行台本をしっかりと作成し、「スライ
ド」や「動画」の挿入や「効果音・BGM」はど
のタイミングで入れるのか、「スポットラ
イト」の操作はだれが行うのか事前に決め
ておき、事前にリハーサルを行うことが必
須となります。

●配信当日は外部から雑音が入らないよ
うに注意しましょう。また、マイクがハウ
リングすると進行できなくなりますので
同じ空間で複数の機器のマイクをONにし
ないよう注意しましょう。

よくあるトラブル
司会者の役割が多く進行が滞ってしま
う!?

食育動画

（注）少人数に分かれてグループミーティングを行えるオンラ
イン会議システムの機能

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。



デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動

23

活動主体 : 牧場ログハウス ちちぶ路 
吉田牧場(埼玉県) 

■実施背景

●写真提供 : 秩父経済新聞

「オンライン食育イベント」事例①

メリット①
「新たな日常」

の中で食育
を推進

メリット⑤
楽しみながら

食育を
推進できる

体験教室を始めたきっかけは、小学校の教
諭から学校給食で牛乳を残す子供が増え
ていると聞いたこと。「給食で牛乳を残さ
れるのは忍びない。牛がどうやって乳を出
しているのか、実際に牛と触れ合って子供
たちに知ってもらえれば大事に飲んでも
らえるかもしれない」と思い、20年ほど前
に体験教室を始めた。
最近ではコロナ禍の影響もあり「新たな日
常」の中、スマホ１台で牧場と東京の小学
校とをつないだオンライン牧場体験教室
を推進している。

■実施概要
新型コロナ感染症の問題と牛の伝染病の
危険性もあり、スマホ１台で小学校とつな
いだ食育を行っている。牧場と学校をつな
いで牧場の全景を見てもらいながら、前日
に生まれた牛を見てもらったり、画面越し
に子牛に乳をあげているところを見せた
りする活動を行っている。

オンラインでも教室で体験できる内容と
して、実際に子供たちの手で触れたり牧場
の匂いを嗅いだりしてもらえるよう牛の
えさを事前に学校に宅配で送っておき、牛
がどんなものを食べているかを感じても
らい楽しみながら参加できるような工夫
もしている。

体験教室ではお産があって、母牛がいて、
子牛のために牛乳を出してくれる。それを
いただいて飲んでいることが、最後に分か
るような流れを心掛けている。

給食で飲む牛乳は冷たいけれど、母乳の搾
りたては温かい。母牛は、本当は子牛に母
乳をあげたいのかも。でも、みんなも飲み
たいよね。だから『ありがとう。いただきま
す』と言って飲んでねと、食と命の大切さ
を児童たちに伝えている。

オンライン牧場体験教室

食育動画

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。



デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動
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活動主体 : ビストロパパ(東京都) 

■実施背景

●資料提供 : ビストロパパ

「オンライン食育イベント」事例②

メリット①
「新たな日常」

の中で食育
を推進

メリット②
どこからでも

食育に
取り組める

メリット⑥
食育情報の
リソースを
活用できる

男性の家事参画、健康経営、働き方改革、男
女共同参画などをリアルな活動で進めて
きたが、それらの活動が食育活動となりつ
ながっていった。2020年に入りコロナ禍
となり、キッチンスタジオでの料理教室が
できなくなったためオンラインの料理教
室にシフトして実施している。

■実施概要
2020年4月からインターネットを使った
料理教室を開始、毎週末に実施しており年
間100回以上開催している。自宅のキッチ
ンをスタジオにして配信しているので、配
信スタジオへの移動時間が必要ないのが
メリットとなっている。

オンライン料理教室は無料で行っている。
開催日程は土・日曜日がほとんどで、ラン
チタイムは10:30～12:00、ディナータイ
ムは16:30～18:00の時間帯に開催して
いる。

サービスとしては、Zoomを活用しリアル
タイムで参加者とつなぎながら、同時に
YouTubeを活用してライブ配信も行って
いる。参加者の中にはZoomに入れない人
が出てくるが、その場合にはYouTubeを
案内して見ていただいている。YouTube
チャンネルを開設して全部の料理教室を
掲載し、高画質な動画で視聴可能としてい
る。

リアルの料理教室では家族で一緒に食べ
ることができないことが多いが、オンライ
ン料理教室の場合、家族で一緒に食べるこ
とができるのがメリットとなる。また、オ
ンライン料理教室の参加者と普段つなが
ることのできない生産者やメーカーとを
つなげられることも意義深い。

オンライン料理教室

食育動画

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。
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活動主体 : ダノン健康栄養財団(東京
都)

■実施背景

●資料提供 : ダノン健康栄養財団

「オンライン食育イベント」事例③

メリット①
「新たな日常」

の中で食育
を推進

メリット⑥
食育情報の
リソースを
活用できる

コロナ禍でリアルに対面セミナーができ
ない場合(新たな日常)や離れた場所から
のセミナー配信にオンラインセミナーを
活用している。セミナー申込にあたり複数
のパターンで選択肢を与え、ニーズにマッ
チした形式を選んでもえるようにしてい
る。

オンラインフォーラムをライブ配信後に
見逃し配信する際には、 ミスがあった部
分を動画編集の上配信できるので安全。公
表している期間が長い場合は、編集にはよ
り厳しいチェックが必要となる。
事後に行う参加者アンケートはグーグル
フォーム等を利用して作成すると便利。ま
た、オンライン上で入力してもらうことで
集計入力の手間が省け、データ集計・分析
が容易である。

オンライン食育セミナー

■実施概要
学 校・ス ポ ー ツ 団 体 等 向 け に Z o o m 、 
Google Meet、 Webex等のオンライン会
議システムを使い、講師によりスライド共
有しながらオンライン食育セミナーを実
施。プログラムをインストールせず、パソ
コンのブラウザから参加できるシステム
は参加ハードルが下がって便利。
また、初めてオンライン会議システムを使
用する参加者には、テストサイトを設定し
リハーサルに参加していただくことが大
切。

学校により通信環境が整っていない場合
もあるのでDVDレンタルなど設ける必要
があるが、DVDの場合、劣化や破損などの
問題がある。最近では限定公開の動画配信

（YouTube）の人気が高い。

食育動画

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。
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活動主体 : 調布市、調布市教育委員会、
NTT東日本、NTTアグリテクノロジー

（東京都） 

■実施背景

●写真提供 : 調布子育て応援サイト コサイト

「オンライン食育イベント」事例④

メリット①
「新たな日常」

の中で食育
を推進

メリット⑥
食育情報の
リソースを
活用できる

コロナ禍におけるデジタル技術を活用し
た取組の急速な進展に伴い、調布市では、
市内の企業・大学等と共同でスマートシ
ティの実現を目指す「調布スマートシティ
協議会」を2021年6月に設立。この協議会
にはNTT東日本も参画しており、デジタル
技術を活用した地域の持続的成長につな
がる取組を NTTアグリテクノロジーと共
同で進めることとした。

学校給食における
「デジタル化に対応した食育」

メリット⑤
楽しみながら

食育を
推進できる

■実施概要
調布市立の小学校では、市内農業経営者と
連携し市内農産物を活用した給食の提供
を通じ、地産地消を進める「Ｓ＆Ａ（スクー
ル＆アグリカルチャー）」の取組や、国の

「第４次食育推進基本計画」における、３つ
の重点事項の１つに掲げられた「新たな日
常」やデジタル化に対応するため、タブ
レット等を活用した食育の推進に取り組
んでいる。

調布市としては初めて近隣校である調布
市立若葉小学校に給食用としてトマトを
提供し、地産地消の大切さを伝えるととも
に、ローカル５Ｇ実証ハウス内の動画をタ
ブレット等で視聴し新しい農業技術を学
ぶ「デジタル化に対応した食育」の推進に
取り組んだ。

■実施校 : 調布市立若葉小学校 ※順次拡大
■実施日 : 2021年11月16日より毎月実施中

こうした中、NTT東日本とNTTアグリテク
ノロジーでは、調布市内に立地するNTT 
e-c i tyラボ（NTT中央研修センタ内）の
ローカル５Ｇ実証ハウスにて、東京都と
ローカル５Gを活用した新しい農業の実証
試験を進めており、栽培されるトマトを市
内小学校の給食食材として提供すること
を計画するとともに、生育状況の遠隔監視
など最先端技術を学ぶ機会の創出に向け
検討を進めてきた。

食育動画

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。
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「食育動画」制作フローチャート

動画制作は企画・構成、撮影、編集、公開の4
つの段階となり、段階を後戻りしないよう
進行しましょう。「企画・構成」段階で食育
動画制作の目的やターゲット、テーマ等を
しっかりと設定しておき、撮影～編集へと
作業を進めます。

●予算に応じた企画の作
成
●参加団体や主催団体を
決め、主導権を持つリー
ダー役を選定する
●動画制作の目的、ター
ゲットを明確にしてテー
マ、発信内容を設定
●シナリオ制作および演
出方法を企画
●撮影ツール、編集ツー
ルの決定
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【約2ヶ月前】
① 企画・構成

●出演者・講師等の選定・
交渉・決定
●撮影・編集等のスタッ
フの役割分担
●事前に撮影場所の下見
を行い、撮影場所や撮影
日時の候補を決定
●撮影に必要な機材や小
道具、材料、衣装などを準
備
●シナリオに従いシーン
ごとに撮影

●動画素材や画像・イラ
ストをソフトに取り込む
●無言部分や余分な動画
など不要なシーンをカッ
トしていく
●重要なシーン等にテ
ロップや画像、イラスト
などを挿入
●明るさなど画質の調整
や音量を調整
●BGM・効果音等の挿入

【約1ヶ月前】
② 撮影

●撮影場所・対象
を決定
●撮影機材等の準
備
●撮影

●食育動画の企画
構成

【約2週間前】
③ 編集　

●食育動画の編集
作業

●YouTubeチャンネル
等を開設し食育動画を公
開
●YouTube等に動画を
アップロード(ホーム
ページ等に貼り付ける)
●Twitter、Instagram、
FacebookなどのSNSを
使い動画を拡散

④ 公開

●ホームページや
YouTube等にて
公開
●SNS等で告知

●動画の再生回数や視聴
時間、評価数などを検証
●食育動画を視聴者から
の評価を検証し、次回の
活動へと反映させる

【公開後】
⑤ 事後フォロー

●食育動画の成果
を検証し、次のス
テップへ

段階 実施内容

食育動画

Plan
（計画）

Plan
（計画）

Plan
（計画）

Do
（実行）

Act
（改善）

Check
（評価）

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。
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概要
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SNSを活用した
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アプリを活用した
食育活動

動画制作の注意点

カメラを手で持って撮影すると手ぶれが
発生し、見づらく落ち着かない映像となっ
てしまい、視聴者に映像酔いを起こしてし
まうため、カメラはできるだけ固定した状
態で撮影を行います。
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映像の手ぶれに注意

三脚を使用して撮影
三脚を使用しカメラを固
定することで、なるべく安
定した状態で映像を撮影
します。

撮影環境に注意

不要なものが映像に入らないよう撮影
背景に他人や個人情報が
映り込んでいないか注意
しながら撮影を進めます。
他人の顔が映ってしまっ
た場合は、本人に許可を取
るかモザイク加工をしな
くてはいけません。また、
背景に目立つものなど動画に不要なもの
が入らないように注意しましょう。

編集時の注意点

動画の表紙を印象的なデザインに
動画の表紙は最初に視聴者に伝え再生し
てもらう役割があるため、視聴者の目を引
くようなデザインを意識して制作します。

テンポ感を意識した編集を行う
カットをなるべく細かく入れ、無音の時間
をなくすことで、動画にメリハリがつきテ
ンポのよく見飽きない展開を演出できま
す。

逆光にならない明るい場所で撮影
見やすい映像にするため
に、光の入る明るい場所で
撮影しましょう。逆光にな
ると被写体が暗くなって
しまうため、被写体に直接
光が当たるよう立ち位置
を工夫しましょう。特に屋
外での撮影では太陽の光が強いため、逆光
になりやすいので注意が必要です。

映像の明るさを意識する
暗い色調の動画はネガティブでどんより
とした印象を視聴者に与えてしまうので、
編集で明るく補正しましょう。

脇を締めて息を止めて撮影
手持ちでの撮影では、撮影
者が脇を締めて撮影を行
うことで映像の手ぶれを
抑えます。手ぶれを補正し
てくれるスマホ用ジンバ
ルなどを使用するのも効
果的です。

食育動画

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。



制作者
平野　あけみ

タイトル・動画URL

三重の郷土料理 
いばらまんじゅうを食べよう
https://youtu.be/k8ZkiPzmPRc

長さ
3分55秒

デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動

「食育動画」実証体験レポート

※オブザーバーとして映像プロデューサーの田中豪氏に協力
を要請

※５０音順・敬称略

「食育動画を活用した食育」の実証として、
今までに食育動画の制作経験のない6団体
等に参加いただき食育動画を企画・制作。
各団体により動画の企画・構成から撮影、
編集までを行うことで、作業ステップごと
にどんな課題があるのかを検証した。

開催概要

■実施協力：
・NPO法人Earth as Mother(愛知県名古
屋市)
・愛知県食生活改善推進員協議会(愛知県)
・一般社団法人日本フード＆ヘルス協会
(兵庫県姫路市)
・株式会社篠島お魚の学校(愛知県知多郡)
・日本野菜ソムリエ認定料理教室「Maman
ʻs Dream」(兵庫県明石市)
・平野　あけみ(三重県伊勢市)
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■制作者・映像タイトル : 

■スケジュール : 
・約1.5ヶ月前(12/22)
第１回企画ミーティング
・約1.5ヶ月前(12/22)～
企画・構成を検討・作成
・約4週間前(1/12)
第2回企画ミーティング
・約4週間前(1/12)～
撮影準備・撮影
・約2週間前(1/24)
第3回企画ミーティング
・約2週間前(1/24)～
動画編集・音入れ・仕上げ
・締切 (2/7)
動画完成

制作者
Earth as Mother
タイトル・動画URL

有機循環自然農法でおいしいお米を育
て、食べよう！
https://youtu.be/uBqKyNwICIA
長さ
３分20秒

制作者
Mamanʻs Dream
タイトル・動画URL

お野菜たっぷり、笑顔もあふれる！
一緒に作ろう♪揚げないコロッケ
https://youtu.be/guFU8UVrWfM
長さ
4分

制作者
愛知県食生活改善推進員協議会
タイトル・動画URL

1日のスタートは朝ごはんから♪
https://youtu.be/yvdN4f3eWRs
長さ
３分46秒

制作者
日本フード＆ヘルス協会
タイトル・動画URL

1分で簡単朝ご飯！
https://youtu.be/HnA0rzGK0rM
長さ
３分51秒

制作者
篠島お魚の学校
タイトル

島の冬は海藻まみれ(制作中)

食育動画

■使用機材 :
 ・撮影 : スマホ(またはタブレット端末)
・編集 : Windows PC(またはタブレット
端末)

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。
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「食育動画」実証体験レポート

30

企画構成段階

実施協力：
・NPO法人Earth as Mother
・愛知県食生活改善推進員協議会
・一般社団法人日本フード＆ヘルス協
会　
・株式会社篠島お魚の学校
・日 本 野 菜 ソ ム リ エ 認 定 料 理 教 室
「Mamanʻs Dream」
・平野　あけみ ※５０音順・敬称略

【動画企画構成シート】
①ターゲットの設定  :  誰に見ても
らいたいか？
②情報発信内容の設定  :  見た人に
何を伝えたいか？
③動画の演出や工夫 : ②をどのよ
うに伝えるか？
④動画タイトル

協力団体にてターゲットの設定や取り組
みの目的の明確化を行った。動画の企画概
要として、検討を行い各団体にて企画構成
シートを作成した。

課題・工夫した点等 :
★ひとりで企画を考えると煮詰まってし
まうが、第3者と相談しながら企画を進め
ると考え方が整理できてよかった。

★子供が見る動画であれば「生きもの」を
入れた方が良いいうアドバイスもあり、生
き物を多めに入れることとした。

動画の企画構成

【シナリオ構成シート】
『起』ストーリーが始まり映像の意図
を伝える

『承』ストーリーを展開させていく　
『転』ストーリーを転換し視聴者への
印象を与える

『結』テーマを具体的に示し締めくく
る

各制作団体にて、動画の長さ、撮影場所、出
演者、素材探しを行ったうえで、下記の起
承転結に従いシナリオを作成した。

課題・工夫した点等 :
★動画の時間内で伝えたいことが多く、内
容を整理して絞り込むことが難しかった。
また、起承転結のストーリーをどのように
展開し、どのように映像にインパクトを持
たせるかについて悩むところだった。

シナリオ作成

課題・工夫した点等 :
★どんな機材を使用して撮影や編集を行
うかの検討を行った。今回の実証では、費
用をなるべくかけず、所有している機材で
制作を行った。

撮影・編集ツール等の検討

各団体共同で動画制作の企画構成を始め
るミーティングを行い、その後各団体にて
企画・シナリオを考案し、お互いに発表し
合って動画の制作をスタートした。

食育動画

●ターゲット設定を明確化
●動画制作の目的やテーマ、発信内容を
設定
●シナリオ制作および演出方法を企画
●撮影ツール、編集ツールの決定

使用機材
・撮影 : スマホ(タブレット)
・編集 : Windows PC(タブレット)

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。



デジタル食育の
概要

オンライン
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アプリを活用した
食育活動

「食育動画」実証体験レポート

冬水田んぼの下見の様子
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撮影段階

実施協力：
・NPO法人Earth as Mother
・愛知県食生活改善推進員協議会
・一般社団法人日本フード＆ヘルス協
会　
・株式会社篠島お魚の学校
・日 本 野 菜 ソ ム リ エ 認 定 料 理 教 室
「Mamanʻs Dream」
・平野　あけみ ※５０音順・敬称略

課題・工夫した点等 :
★田んぼでの撮影を行ったが、屋外での撮
影は自然との兼ね合いで状況が変わるた
め、何度も下見を行う必要があった。特に
鳥の撮影は難しく、いろいろな天候や気
温、時間に下見を行い、鳥が来るタイミン
グを調べたうえで撮影を行った。

撮影場所の選定、下見等

課題・工夫した点等 :

★今回の撮影と将来の動画作成のために、
ライトボックスを2つ用意した。
スマホは元々持っていた小さな三脚を利
用し、箱の上に乗せて高さを調節した。

撮影準備

課題・工夫した点等 :
★ 撮 影 は も っ と 簡 単 だ と 思 っ て い た が
思ったより時間がかかった。料理工程も時
間がかかり、右左の向きの間違いでやり直
しなど。

★通常、冬の時期は海藻が豊富に採れる
が、今年は不漁で撮影できず、動画の構成
を変更せざるを得なかった。

★室内の撮影時にエアコンをつけており、
その音をマイクが拾ってしまったため、電
源を落として再撮影した。
また、お湯を沸かす電気ポットを使用予定
だったが、この音がマイクに入ってしまっ
たため湯沸かし機を変更した。

撮影

各団体の設定した企画シナリオに従い事
前に下見や撮影準備の上、撮影を行った。
屋外の撮影では天候などにも大きく左右
され撮影できないことも多かった。動画撮
影の際にはカメラを固定して撮影するた
めの三脚があると良い。

撮影できた鴨

食育動画

●出演者、撮影者の決定
●事前に撮影場所の下見を行い、撮影場
所や撮影日時を決定
●撮影に必要な小道具や材料、衣装など
を準備
●シナリオに従いシーンごとに撮影

★照明によりカメラの影が映り込まない
ように工夫した。自宅にあった木の棒と段
ボールとバケツを使い、スマホを固定して
俯瞰で撮影できるセットを作成。

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。
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「食育動画」実証体験レポート
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編集段階

実施協力：
・NPO法人Earth as Mother
・愛知県食生活改善推進員協議会
・一般社団法人日本フード＆ヘルス協
会　
・株式会社篠島お魚の学校
・日 本 野 菜 ソ ム リ エ 認 定 料 理 教 室
「Mamanʻs Dream」
・平野　あけみ ※５０音順・敬称略

課題・工夫した点等 :
★動画編集の際に無料のソフトを使用す
ると、完成した動画を書き出す際に企業ロ
ゴなどが入ってしまうことがあるため、ロ
ゴマークの入らない無料ソフトを使用し
た。(今回の実証ではVideoProc Vlogger
を使用)

★フリーのイラスト集の著作権について
詳細に調べたところ『インターネットの
ホームページ(個人的なものも含む)では
使用できません』との記載があり、使用で
きないものと判断した。

★撮影した動画データをスマホからPCに
送る際にデータ容量が大きく、オンライン
ストレージを使わないとファイルを転送
できず、そのやり方に苦労した。

ソフトのダウンロード・素材取り込み

課題・工夫した点等 :
★動画編集の際にカット編集した動画を
移動すると、ナレーションや音があわせて
移動されなかったため、動画と音声の位置
をそれぞれに修正する必要があった。

★撮影した動画の中に、思いもよらぬ音が
入ってしまっていることがあり、映像と音
を切り離すのに苦労した。

★静止画をたくさん撮っておくといいと
いう助言があり、多めに撮っておいた画像
が編集段階で役立った。

動画編集

課題・工夫した点等 :
★イラストを作成してテロップや説明画
面を作成した際、エクセルで作成したもの
が動画のサイズに合わずパワーポイント
で作り直すなど苦労した。

★動画ができ上がり、データの書き出しを
したところエラーが生じてデータが壊れ
てしまい、最初から作り直すことになって
しまった。制作途中段階のデータを保存し
ておくべきだった。

仕上げ段階

動画ソフトをダウンロードして撮影した
動画を取り込み、編集作業を実施。全行程
の中では編集作業に一番戸惑う方が多く、
作業時間も想像より長くかかったとの声
が多かった。

食育動画

●動画素材や画像・イラストをソフトに
取り込む
● 無 言 部 分 や 余 分 な 動 画 な ど 不 要 な
シーンをカットしていく
●重要なシーンなどにテロップや画像、
イラストなどを挿入
●明るさなど画質や音量を調整
●BGM・効果音の挿入

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。
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食育活動

33

●動画の企画をするにあたり「誰に」「何
を」「どのように」伝えるかを事前に考える
ことが重要です。ターゲットが明確になっ
ていないと漠然としたイメージの動画と
なり、見る人の心を惹きつけられません。

●動画制作に初めて取り組む際には、『１
テーマ(企画)=１コンテンツ』を念頭に、動
画のテーマや企画はシンプルにしましょ
う。初心者があれもこれもと盛り込んだ動
画は、内容が散漫になってしまい見る人の
印象に残りません。

●伝えたいテーマが多くある場合には、継
続的な『シリーズ動画』を想定し、一つひと
つの動画制作は無理なく、定期的に動画コ
ンテンツをアップできる体制を整えま
しょう。

●SNSでの動画の再生回数は、動画のクオ
リティよりも企画内容の面白さに左右さ
れます。自分たちの活動内容、特色、人間性
や地域性等を生かし、『企画で人を惹きつ
ける』動画を目指しましょう。

よくあるトラブル
動画の良し悪しは、企画段階で決まる!

●掲載するSNS等によっても、適切な動画
の長さは変わってきます。参考となるSNS
アカウントやチャンネルをリサーチし、適
切な長さを設定しましょう。

●撮影の前には動画の大まかな構成や演
出を決めましょう。動画を進行するのは登
場人物なのか？ナレーションやテロップ
なのか？必要な情報は撮影時に言葉で伝
えるのか？編集時にテロップなどで伝え
るのか？などを決めておきましょう。
(例) 登場人物(進行役やゲスト)の有無 / 
ナレーションやテロップ / BGM / 参考資
料(写真やイラスト等)の有無など 

よくあるトラブル

よくあるトラブル

「食育動画」よくある失敗や
制作上の留意点

食育動画

見切り発車は失敗のもと!? どんな演出
の動画をつくるかを想定!

撮影前のイメージづくりが大切! 動画
の設計図となる台本を作りましょう!

●例えば料理動画の場合、オープニング / 
食材紹介 / 料理 / 試食 / クロージングな
ど、まずは大まかな流れを企画します。そ
の際に動画のストーリーの起承転結やメ
リハリを意識して、一番大切なシーンを意
識して構成を考えましょう。

●それぞれのシーンで、どんな映像とどん
な言葉や情報 (撮影時のコメント /  ナ
レーション / テロップ / BGMなど)が必
要なのかをもれのないよう台本化してお
きます。カメラを複数台使用する場合は、
それぞれのカメラが何を狙うべきかも想
定しておきましょう。

●台本は、撮影・編集時に常に手元に置き、
その都度見返したり、必要に応じてメモを
書き足したりしていきます。

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。



デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動

●撮影前にスマホやカメラのデータ容量
を十分に確保してから撮影に入りましょ
う。また、機材の使い方やバッテリーの残
量なども前もって確認してから撮影に臨
むように心がけましょう。

●バッテリー切れには注意しましょう。動
画撮影時はバッテリーの消耗が激しくな
ります。もしものためにモバイルバッテ
リーなどを用意しておきましょう。

●撮影開始時には必ず録画ボタンを押し
たことを確認しましょう。万が一、撮り逃
した場合に再撮影にならないようサブの
カメラで２台同時に録画しておくことも
有効です。

●スマートフォンで撮影の場合は横向き
にして撮影しましょう。一般的な動画は横
向き表示が基本です。
　（InstagramストーリーやTikTokなど、
用途によっては縦向き撮影が適している
場合もあります。）

●せっかく撮影してもピントが合ってい
ない映像は使えず、撮影のやり直しになっ
てしまいます。スマートフォンの場合はピ
ントを合わせたい位置にタッチ、デジタル
カメラの場合はオートフォーカスにする
など設定をチェックしましょう。

よくあるトラブル

「食育動画」よくある失敗や
制作上の留意点

食育動画

●撮影したデータを取り込む際はフォル
ダ名や日付などをしっかりと明記し、整理
するように心掛けましょう。撮影や編集後
の動画データを間違って消してしまうと
復旧は困難で、作業のやり直しになってし
まいます。撮影や編集した動画データは必
ずバックアップをしておきましょう。

よくあるトラブル

スマホ・カメラで動画が撮影できない、
撮影時のトラブル!?

撮影や編集した動画データが消えてし
まった!? バックアップに関するトラブ
ル

デジタル食育ガイドブック
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●撮影後に音声が入っていない、車の音、
風の音等が大きく入ってしまい音声が聞
き取りづらいといったトラブルがありま
す。本番前に同じ場所でテスト撮影し、録
画データをパソコンなどで音声がはっき
りと聞こえるか確認してみましょう。カメ
ラに外付けのマイクを接続すれば、音がク
リアに聞き取りやすくなります。万が一、
撮影した動画の音声に問題があり撮影の
やり直しができない場合は「ナレーショ
ン」や「テロップ」「BGM」等の編集で工夫
しましょう。

●撮影時にはテレビやラジオ、空調や換気
扇、電化製品の音にも注意してください。
音が入ってしまわないよう撮影前に電化
製品の電源をオフにすることを心がけま
しょう。

よくあるトラブル
音声が収録されていない、聞き取りづら
い!? 音声に関するトラブル

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。
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活動主体 : 筑波大附属坂戸高校
貫井 一修さん(埼玉県)
https://youtu.be/wz2nqLoFYnM

ぬくい いっしゅう

■実施背景

●資料提供 : 貫井 一修

「食育動画」事例①

メリット③
いつでも

食育活動を
推進できる

昨年、食育活動で小学校を訪れた際、野菜
が嫌いな子供が多くいたため、生産者への
感謝の気持ちを育んでもらい野菜のおい
しさを知ってもらおうと、卒業研究で「小
学生向けに野菜作りを教える動画」を制
作。
卒業研究で論文等を調べたときに食農教
育の大切さを知ったが、コロナ禍で対面で
の食育が行えず子供の食育の機会がなく
なってしまっていることに危機感を持ち、
対面ではなくてもいつでも行える動画を
使った食育を行うこととした。

■実施概要
土や虫にさわれない子供も多く、野菜を育
てる上で土づくりや虫の大切さを子供た
ちに教えたり農業の魅力を伝えていきた
いと思い、野菜作り動画に取りかかった。

地域の坂戸市立坂戸小学校では1人1台の
パソコンが支給されており食育にも役立
てられるため、動画を二年生と五年生の総
合的な学習の時間で活用してもらった。
また、パソコンで動画を見てもらったうえ
で野菜の栽培をしてもらい、事後にはグー
グルフォームを活用したアンケートに答
えてもらい、一貫してオンラインで活動を
行った。

動画の制作時には、「どうすれば子供たち
にわかりやすく説明ができるか」、「会った
ことのない子供たちと近い距離になれる
か」などの課題があったが、映像音声だけ
では伝わりづらいので字幕をつけたり、呼
びかけるような話し方にしたりと映像上
の工夫をこらした。
また、「トマトの茎に見える部分は実は
葉っぱ」というような豆知識を織り込んだ
り、クイズ形式にしたりと子供たちが飽き
てしまわないような演出を行った。

小学生向け野菜作り動画

デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動

メリット⑥
食育情報の
リソースを
活用できる

食育動画

デジタル食育ガイドブック

メリット①
「新たな日常」

の中で食育
を推進

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。

https://youtu.be/wz2nqLoFYnM


■実施背景

「食育動画」事例②

メリット②
どこからでも

食育に
取り組める

メリット⑥
食育情報の
リソースを
活用できる

子供向け・大人向け クッキング動画

デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動

メリット③
いつでも

食育活動を
推進できる

食育動画

デジタル食育ガイドブック
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活動主体 : ダノン健康栄養財団(東京
都)
https://www.youtube.com/cha
nnel/UCguXJXba3j_UNEdv0R-a
8Dw 
 

子供たちが自分で料理を作れるようにな
ることを目指して、クッキング動画の制作
をスタートした。自分で料理を作ると食事
への関心が高まり、子供の頃から食べるこ
とが好きになる。人にとって「食」は一生を
通して大切なテーマなので、いつでもどこ
でも気軽に食育動画を見ていただき、意識
を高めてもらいたいと考えている。

当初は作り方と料理写真を掲載したレシ
ピコンテンツを制作していたが、写真では
調理工程などが伝わらないため、クッキン
グ動画の制作も手掛ける事にした。
最近では「ASMR」という、人が聴覚などの
刺激によって感じる心地良い反応に着目
し、咀嚼音、食材をかき混ぜる音、食材を切
る音等が録れるバイノーラルマイクも活
用し映像に工夫を加えている。

クッキング動画は、YouTubeやホーム
ページで公開している他、学校などでの食
育授業や食育イベントの際にも活用して
いる。
クッキング動画は今後も拡充していく予
定で、中高年に向けたヘルシーなお酒のお
つまみやダイエットデザートレシピなど、
より実用的な企画を検討中である。 

■実施概要
育ち盛りの子供向けには「早寝 早起き 朝
ごはん」を推進し、成長期に朝ご飯を食べ
てしっかり栄養を摂ることを目的とする
動画を制作。
共働きなど朝食を作る時間のない保護者
のためにも、短時間(5-10分)で簡単にバ
ランスの良い朝食が作れる管理栄養士お
すすめのレシピを掲載している。
大人向けには高血圧、減塩、脂質を抑えた
料理など健康管理に役立つクッキング動
画を制作。すべて管理栄養士が栄養価を考
えて作ったヘルシーレシピを提供してい
る。

●資料提供 : ダノン健康栄養財団

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。

https://www.youtube.com/channel/UCguXJXba3j_UNEdv0R-a8Dw


・第１回 :
 食育のはなし
・第２回 : 
①みんなで楽しく食べよう／②朝ごは
んを食べよう
・第３回 : 
③バランスよく食べよう／④太りすぎ
ないやせすぎない
・第４回 : 
⑤よくかんで食べよう／⑥手を洗おう
・第５回 : 
⑦災害に備えよう／⑧食べ残しをなく
そう（予定）
・第６回 : 
⑨産地を応援しよう／⑩食・農の体験
をしよう（予定）
・第７回 :
⑪和食文化を伝えよう／⑫食育を推進
しよう（予定）
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活動主体 : 渋谷区(東京都)
https://www.youtube.com/wat
ch?v=yebvMmjSY8M

■実施背景

●資料提供 : 渋谷区

「食育動画」事例③

メリット③
いつでも

食育活動を
推進できる

渋谷区では、学校給食を食への関心や理解
を深め、食に感謝する心を育む「食育」の機
会としている。「渋谷ワンダフル給食プロ
ジェクト」の一環として渋谷区の子供たち
に向けた「食育動画」を作成し公開してい
る。
プロジェクトは服部栄養専門学校(東京都
渋谷区)の協力のもと実施し、一層充実し
た学校給食を目指し、いつでも動画を見ら
れるようYouTubeでの情報発信を行って
いる。

■実施概要
食育の第一人者である服部 幸應（服部学
園 理事長・校長、医学博士）先生が出演し、
食育普及のためにつくられた「食育ピクト
グラム」に沿って解説を行い食育情報を発
信。
毎回の動画で２個のピクトグラムを紹介
しながら、ピクトグラムのテーマごとに食
育を推進していくためのお話を子供向け
に紹介している。この動画企画「食育のは
なし」は月に１回ずつ全７回の配信を予定
しており、アーカイブ映像として活用でき
るものとしている。

動画「食育のはなし」配信テーマ

渋谷ワンダフル給食
プロジェクト動画【食育のはなし】

デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動

メリット⑥
食育情報の
リソースを
活用できる

食育動画

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。

https://www.youtube.com/watch?v=yebvMmjSY8M


活動主体 : 大分県
https://www.youtube.com/wat
ch?v=BCYKtJsKsb8

■実施背景

「食育動画」事例④

この動画は、平成30年度の『第13回食育推
進全国大会inおおいた』をきっかけに制作
された。全国大会の期間中には会場内や大
分駅前で動画の上映を行った。大分県で
は、これまでも郷土料理のレシピを伝える
など、食育の啓発に力を入れており、印刷
物やホームページなどの制作は行ってき
たが、幅広い世代にビジュアルで訴えよう
と動画制作に至り、YouTubeを通じてい
つでもどこでも見られるよう公開してい
る。

■実施概要
大分県食品・生活衛生課は、郷土料理の魅
力を楽しく伝える食育ＰＲ動画『郷土料理
ラッ婆（ラッバー）』を制作し公開した。

ラッ婆（ラッバー）とはラップに乗せて大
分の郷土料理の魅力を伝えてくれる主人
公のお婆ちゃんで、動画では大分の郷土料
理「だんご汁」と「やせうま」の作り方を
ラッ婆（ラッバー）一家が軽快なリズムに
乗せて、楽しく踊って歌いながら教えてい
る。
自然豊かな大分を舞台に、ラッ婆（ラッ
バー）一家が楽しくも壮大に食育を展開。

軽やかなラップのリズムに乗って踊る
ラッ婆（ラッバー）の動画には、SNSにも若
者層から「かわいい」「かっこいい」といっ
た多くの感想が寄せられた。

食育ＰＲ動画
「郷土料理ラッ婆（ラッバー）」

デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動

メリット②
どこからでも

食育に
取り組める

メリット④
今までとは
違う層と
つながる

メリット③
いつでも

食育活動を
推進できる
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●資料提供 : 大分県

食育動画

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。

https://www.youtube.com/watch?v=BCYKtJsKsb8


デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動

食育動画

デジタル食育ガイドブック

SNS（Social Networking Service）を活
用した食育活動のメリットは、広くアプ
ローチできて気軽に食育について語り合
えることです。スマホの普及により個人が
情 報 を 発 信 す る 時 代 と な り 、最 近 で は
InstagramやFacebookなどのSNSでも

「#食育」のハッシュタグを見かけるよう
になりました。

「SNSを活用した食育活動」
フローチャート

●予算に応じたSNS企画
の作成
●SNS運用の担当者を選
定する
●SNSの目的、ターゲッ
トを明確にしてテーマ、
発信内容を設定
●ターゲットに合わせた
SNSサービスを選定
●投稿プラン・カレン
ダーを計画する
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① 企画

Plan
（計画）

●SNSの概要を
企画
●SNSサービス
を選定

●選定したSNSサービス
でアカウントを作成
●必要項目は「名前」

「メールアドレス」
「パスワード」

SNSの運用を始めると、
集客が課題になることが
多いものです。改善方法
としてはPV数や再生回
数、いいね数などの反応
を分析してPDCAサイク
ルを回し、次回の投稿に
活かしていくことで集客
を図ります。

●SNSのPV数、再生回
数、評価数などを検証
●フォロワー等からの評
価を検証し、今後の活動
へと反映させる

例えば、「ダイエットの
投稿」は反応が良かっ
たが「食塩の摂りすぎ
の投稿」では反応数が
上がらない場合、次回
は「ダイエットと食塩
を絡めた投稿にしてみ
よう!」というように、
常に数字の傾向を分析
して投稿に反映してい
くことが大切です。　

② 立ち上げ

●SNSアカウン
トを作成

段階 実施内容

Plan
（計画）

③ 運用

●SNSの運用

Do
（実行）

④ 集客

●SNSへの集客

Check
（評価）

⑤ フォロー

●SNSの効果を
検証し、次のス
テップへ

Act
（改善）

など
※アカウント名は表示されるた
め、団体名や活動名など認識し
やすいものがよい

Webサイト

PV数

【参照すべき
指標の一例】

↓

YouTube

再生回数 &
高評価数

↓

Instagram

いいね数 &
保存数

↓

Twitter・
Facebook

いいね数
↓

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。



デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動
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食育動画

デジタル食育ガイドブック

匿名で気軽に発信できるSNSには、内容を
批判するコメントが爆発的に集中する炎
上リスクがあります。SNSは常に多くの人
に見られているということに留意し、言葉
遣いに気を付けたり運用担当者を決める
などして炎上を未然に防ぎます。

SNSを使用して情報発信を行う場合には、
団体や組織の情報セキュリティポリシー
に従い、以下のような点に注意を払いなが
ら運用しましょう。

SNSを利用した情報発信には
炎上のリスクがある!

注意点①

団体や組織のブランドイメージを損な
うような発言をしない。

SNSが乗っ取られると、不正なサイトの発
信に利用されたり、ログインが不能になっ
たりと大きな被害につながることがあり
ます。予防策として二段階認証を設定して
おけば、ログイン時に届く認証コードが必
要になり、不正ログインを防ぐことができ
ます。

第三者からのアカウントの
乗っ取りに注意!

注意点②

アカウント情報を適切に管理し、二段階
認証を行うことも有効。

SNSの運用を始めたのはいいけど、継続し
て投稿していくのはなかなか難しいもの
です。ひとりで悩んでいるより複数人でア
イデアを出し合いながら投稿することで
考え方にも幅ができ、継続運用しやすくな
ります。

SNSを始めたら、
継続的に運用する!

注意点③

複数の担当者によりアイデアを出し合
い投稿すると長続きしやすい。

「SNSを活用した食育活動」
運用上の注意点

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。



●資料提供 : もあい かすみ

「SNSを活用した食育活動」事例①

栄養系の大学を卒業後、食品メーカーに就
職。全国チェーンのレストランや量販店な
ど、幅広い業態のメニュー開発を手がけ
る。その後、食品領域の広告プランナーと
して勤務。
忙しく働きながら自炊してきた経験と、栄
養士の資格を生かして、料理家研究家とし
て独立。
Instagramで紹介している“働く女性の
為の簡単時短レシピ”が大好評！
キッチンブランド「moaiプロデュース」も
手掛けている。

もあいさんは、インスタグラムのフォロ
ワー数が50万人(2022年2月時点)を超え
る料理系人気インスタグラマー。もあいさ
んの投稿に必ず付いている＃（ハッシュタ
グ）は、

「＃OL仕事めし」と「＃働楽ごはん」。この
コンセプトに合った料理を、フォロワーの
目線に立って毎日投稿している。

働く女性でも時間をかけなくても、おいし
い料理を作れることをテーマに投稿。もあ
いさん自身もOLをしながらInstagramで
料理の紹介をしていたので、1品1品に時間
をかけることができずそんな経験から編
み出した手間の省き方を紹介。
加熱のコツをつかんでレンチンでおいし
く料理したり、カット食材を活用して洗い
物を少なくしたり、調理器具を少なくして
後片付けもラクにできたりと合理的。

栄養士の資格を持っておりレシピ本も出
版している人気の料理家による、キレイな
写真とわかりやすい文章の投稿により
フォロワーも急増中。

働く人のための簡単時短レシピ :
 moaiskitchen

メリット②
どこからでも

食育に
取り組める

メリット⑥
食育情報の
リソースを
活用できる

メリット④
今までとは
違う層と
つながる

メリット③
いつでも

食育活動を
推進できる
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デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動

食育動画

デジタル食育ガイドブック

活動団体等 : もあいかすみさん（栄養士
／料理系インフルエンサー）
https://www.instagram.com/m
oaiskitchen/?hl=ja

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。

https://www.instagram.com/moaiskitchen/?hl=ja


活動団体等 : 季の野の台所（体験型農
家）
https://www.facebook.com/kin
ononodaidokoro/

「SNSを活用した食育活動」事例②

愛知県美浜町で動物たちと暮らしながら
体験型農業を営む『季の野の台所』では、
フェイスブックなどのSNSを活用して情
報発信を行っている。
また、フェイスブック内では、「手作り醤油
の活動」をサポートするため、「手作り醤油
を仕込もう、絞ろうの会」（プライベートグ
ループ）を立ち上げ、参加者からの途中の
相談事や様子を投稿し合うことで、醤油を
育てることへの励みと安心、ワクワク感を
共有している。

手作りの農家の暮らしを発信 :
季の野の台所

メリット②
どこからでも

食育に
取り組める

メリット④
今までとは
違う層と
つながる

メリット③
いつでも

食育活動を
推進できる
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デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動

山梨県立ひばりが丘高校うどん部は、郷土
料理 「吉田のうどん」を通し、特徴ある地
元食文化の魅力を全国に伝えるべく「県内
外のイベント出店」「新メニューの開発」

「うどん店を紹介したフリーペーパーの発
行」「直営のうどん店の開業」など、県内外
の幅広い世代に対し情報発信・食文化伝承
を行っている。

ひばりが丘高校うどん部は、日曜日限定で
店を営業しており、コロナ渦で休業するこ
ともあるが、Twitterやグーグルマイビジ
ネスを活用し、集客効果を上げている。
Twitterは生徒の活動が伝わりやすいよう
に、生徒のアップ画像を掲載するようにす
るとともに、みんなに関心を持ってもらえ
るように更新頻度を高くすることを心が
けている。

吉田うどんの魅力を拡散：
山梨県立ひばりが丘高校うどん部

メリット②
どこからでも

食育に
取り組める

メリット⑤
楽しみながら

食育を
推進できる

メリット③
いつでも

食育活動を
推進できる

食育動画

デジタル食育ガイドブック

活動団体等 :ひばりが丘高校 うどん部
https://twitter.com/yosida_udo
n

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。

https://twitter.com/yosida_udon
https://www.facebook.com/kinononodaidokoro/


デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動

スマートフォンのアプリで「食育」の知識
を身に着けたり、健康管理を実践できま
す。これらのアプリを活用することで、理
想的な食事バランスの食生活を目指した
り、家庭や学校で食に関する知識を豊かに
したり、健康的な食事をとる力を身につけ
ることができます。

毎日の食事を記録すると栄養バランスを
考えたレシピを提案したり、カロリー計算
をしてくれるアプリです。また、運動や歩
数などの生活習慣を記録して、健康管理を
推進するアプリもあります。

●食べたものを写真撮影して登録すると
AIからアドバイスが届く
●運動量や歩数の管理ができ、ダイエット
等にも活用できる
●コンビニの食品からカロリー計算やメ
ニュー提案をしてくれる

[例えばこんな機能も・・・]

アプリを活用した食育活動

健康的な食事をとることに役立つ
食事管理アプリ

学校での授業や家庭で活用できる、遊び感
覚で楽しく使える食育教材アプリです。子
供とコミュニケーションを図りながら、食
に関する正しい知識を身につけることが
できます。

●小学校向けの教材を無償提供し、学校現
場での授業に活用
●アニメーションなどで楽しみながら食
に関する知識が身につく
● 適 切 な 栄 養 バ ラ ン ス を 補 完 す る メ
ニューを提案

[例えばこんな機能も・・・]

食に関する知識を豊かにする
デジタル教材アプリ

ポイント

食育をテーマにした
授業に活用

ポイント

家庭で食育
コミュニケーション

ポイント

不足気味の栄養素や摂りすぎの
栄養素がわかり健康増進
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食育動画

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。

ポイント

生活習慣病の
予防を実現



デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動

望ましい食生活を実践するために、料理を
選び栄養バランスを考えることができる
アプリケーションが近年開発され、リリー
スされています。こういった食育アプリを
役立て食育活動を推進しましょう。

「アプリを活用した食育活動」事例

(左)AI栄養士キャラクターが優しく寄り
添うアドバイスをくれる。(右)グラフで食
べたものの栄養素が可視化される。

市販食品のバーコードを読み取ると、メ
ニューデータの中から該当する食品が表
示される。該当メニューがない時は追加リ
クエストも可能。

メリット②
どこからでも

食育に
取り組める

メリット⑤
楽しみながら

食育を
推進できる

メリット③
いつでも

食育活動を
推進できる

デジタル教材「食育の時間＋」

■概要
食事記録をすることで、バランスの良い食
事を自ら選ぶ力を育むことを目的に生ま
れた食生活改善アプリ。食事ごとに何をど
れくらい食べたかを記録すると、自動でカ
ロリーや栄養価計算がされ、過不足がグラ
フで表示される。記録内容に対して管理栄
養士が監修した自動アドバイスも届くの
で、次の食事の改善に活かせる。食べた料
理や食材は、アプリ内にある10万件以上の
豊富なメニューデータから選択できるほ
か、スマートフォンで撮影した食事の写真
や市販食品のバーコードからも登録可能
で、簡単に食事記録が続けられる工夫がさ
れている。

■概要
オンラインで誰でも無料で利用できるマ
クドナルドのデジタル教材「食育の時間＋
(プラス)」。食に関する正しい知識を７つ
のテーマで楽しく学べ、制作はＮＨＫエ
デュケーショナルが手掛けている。テーマ
ごとに物語性のあるアニメーションや解
説動画がパッケージ化されているため、効
果的な授業・指導が手軽に実施できる。
アニメや動画、アプリは単体でも活用でき
るよう工夫されており、指導案もダウン
ロードできる。小学校高学年対象ですが、
低学年や中学生に向けた指導でも活用さ
れている。

本教材で学べる「７つのテーマ」と「指導
案」のイメージ
※指導案はテーマごとにそろう。指導のながれや管理栄養士
といった専門家の意見なども掲載され、食育の実践に役立つ
内容となっている。

・推奨：パソコン・タブレット（スマート
フォンでも閲覧可能）
・教育関係者向けに指導案冊子を無償提供

（オフラインでも使える教材収録DVD付
き／要申込）
・教材の紹介動画はこちら

●教材はこちら→「食育の時間＋」サイト

・無料で利用可能。（一部有料のプレミアムサービス機
能は月払480円、半年払1900円、年払3600円。）
・団体利用のサービスメニューあり。（管理画面の利用
等）
・iOS、Android対応。PC用のWebぺージもあり。
・利用にはメールアドレスの登録が必要。
・減量・増量・現状維持など個人の目標に合わせてコー
ス設定が可能。
・目標に合わせたエネルギー摂取量・消費量や各種栄
養素等の適正値の算出のため、年齢・性別・身長・現体
重の入力が必要。
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*「革新的な優れたサービス」への内閣総理大臣表彰
制度である第3回日本サービス大賞「優秀賞」受賞

プラス

メリット⑥
食育情報の
リソースを
活用できる

メリット⑤
楽しみながら

食育を
推進できる

食育動画

デジタル食育ガイドブック

「あすけん」

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。

https://w.mdj.jp/1a16mc
https://www.chantotaberu.jp/support/
https://www.youtube.com/watch?v=Ne7uLuCMxy8


デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動

「デジタル食育」のPDCAサイクルとは、
「Plan（計画）」→「Do（実行）」→「Check（評
価）」→「Act（改善）」のサイクルを実行する
ことです。 「デジタル食育」のプロジェク
トごとにスピーディに実施内容を「評価」
し、次のプロジェクトの「改善」につなげる
ことが大切です。

「デジタル食育」を企
画する前に他の事例
や世間のトレンド等
を調査します。
リアルタイムの気づ
きを得たうえで、いつ
までにどのような「デ
ジタル食育」を実行す
るかを具体的に企画
します。

「デジタル食育」のPDCAサイクル

「Plan（計画）」で立て
た目標をもとに 「デ
ジ タ ル 食 育 」を 実 施
し ま す 。こ こ で の ポ
イントは食育活動を
行動に移せるように
タスク化していくこ
とです。

Plan（計画） Do（実行）

「Check（評価）」段階
で 明 確 に な っ た「 デ
ジ タ ル 食 育 」の 課 題
や問題点もとに次回
以 降 の「 デ ジ タ ル 食
育 」に 向 け た 改 善 策
を考案します。

「デジタル食育」を実
施した結果、 「Plan

（計画）」で設定した
目標がどの程度達成
されたのか評価しま
す 。参 加 者 ア ン ケ ー
ト を 行 う な ど し て 、
今 後 の 効 果 的 な「 デ
ジ タ ル 食 育 」活 動 の
参考とします。

Act（改善） Check（評価）
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食育動画

デジタル食育ガイドブック

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。



デジタル食育の
概要

オンライン
食育イベント

SNSを活用した
食育活動

アプリを活用した
食育活動

「デジタル食育」のPDCAサイクル

「デジタル食育」PDCAチェックシート
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オンライン農業体験を実施することで
子供たちに農業の大切さ、野菜のおい
しさを感じてもらう。

プロジェクト名

■目的

Plan（計画）
オンライン農業体験の実施

担当者名
中村

「デジタル食育」のプロジェクト
を実施する目的を記入します。

農園から事前にトマトを発送してお
き、オンラインでトマト狩りを行った
後に、参加者全員でトマトを味わう体
験型イベント。

■取組内容

Do（実行）

プロジェクトの取組内容を
具体的に記入します。

「〇〇ファームでオンライントマト狩
り！」
オンラインで画面共有しながら農園を
紹介し、房付きのトマト狩りを行いト
マトのおいしさを味わってもらう。

■「デジタル食育」の企画内容

他の事例や世間のトレンドを参
考にしながら、「デジタル食育」の

企画を立案します。

年初にテストとして1回実施。
その後、本年度中に5回実施。

■実行アウトプット(実施回数等)

オンラインイベントや食育動画、
SNS発信などの実施回数などを

記入します。

参加者アンケートからは
「家にいてトマト狩りができ楽しかっ
た」
「手間をかけてトマトをつくっていて、
大切に食べたいと思った」という声あ
り。
家族からの反応として、今後も取り組
んでほしいとの要望が多くあったが、
一部、通信環境の改善が必要な部分が
あった。

本年度は、５回の開催を達成した。

■検証結果

Check（評価）

「参加者アンケート」や
「関係者への事後レビュー」

などを行い、計画の達成状況等を
具体的に記載します

改善点①
次回以降は、通信環境を改善し、通信速
度が速く安定した回線を用意して開催
する。

改善点②
次年度はオンライン農業体験と料理教
室の２部構成で開催。

改善点③
来年度は10回開催を目標とする。

■検証結果を受けた改善内容

Act（改善）

検証結果を受けて
今後の改善点や次回の
食育活動の方針等を
決めて記入します。

食育動画

デジタル食育ガイドブック

まず「デジタル食育」の計画を明確にし、実
行後に活動の評価や改善ができるようプ
ロジェクトごとに管理しましょう。次回以
降の食育活動にフォローアップできるよ
う、常にPDCAを意識して「デジタル食育」
を進めましょう。

「デジタル食育」の
PDCAサイクル

各章のタイトルをクリックするとその章の最初のページにジャンプします。



令和4年3月発行

本デジタル食育ガイドブック制作にあた
り、「オンライン会議システム等を活用し
た食育活動」および「オンライン動画を活
用した食育活動 」の実証を行い、デジタル
食育活動の課題や改善点の検証を行いま
した。その様子をまとめたダイジェスト動
画を下記に掲載していますのでご参照く
ださい。
いずれも、企画・準備が重要ですので、企画
段階の打合せの様子を中心に動画にまと
めています。 

このデジタル食育ガイドブックは、農
林水産省 令和３年度食育活動の全国
展開委託事業（デジタルを活用した食
育の推進）の一環として、以下の検討委
員により構成されるデジタル食育検討
委員会を開催の上、編集しました。
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「デジタル食育」実証ダイジェスト映像

デジタル食育検討委員会
検討委員

「オンライン会議システム等を活用した食
育活動」実証ダイジェスト(動画)  
https://www.youtube.com/watch?v
=PjeOgjPjS-8

「食育動画を活用した食育活動」実証ダイ
ジェスト(動画) 
https://www.youtube.com/watch?v
=r4DU9PXUkY4

https://www.youtube.com/watch?v=PjeOgjPjS-8
https://www.youtube.com/watch?v=r4DU9PXUkY4



